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■建築概要(庁舎増築棟) ■平面計画

■断面構成

建物名称

用途

規模・構造

建築面積

延床面積

駐車台数

駐輪台数

庁舎増築棟

庁舎

RC造

約1,502.81㎡

約3,987.38㎡

176台　来庁者駐車場：129台

60台 　来庁者駐輪場： 30台
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SS

SS SS
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▼
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▼

１階平面図

２階平面図

３階平面図

執務室

会議室

市民利用

屋外テラス 執務室

執務室市民利用

A-01

　　　 公用車駐車場： 29台

　　　 職員駐車場　： 18台 (体調管理が必要な職員等)

屋上設備置場

縦動線

執務室

水廻り

ワークサポート

市民利用

共用部(一般)

会議・相談

■凡例

庁舎増築棟
面積

　　 　職員駐輪場　： 30台

共用部(職員専用)

０１. 計画建物概要

２.建築意匠計画
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０２．配置・動線計画

SCALE 1:800
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次に掲げることに留意し増築棟等の配置・動線を計画する。

・ 周辺道路からの視認性や来庁者、車両のアクセス性に配慮すること。

・峰山庁舎の正面性に配慮すると共に、効率的な連携を図ること。

・周辺環境に配慮すると共に、開放的で市民が気軽に立ち寄れる親し

みやすい空間であること。

・来庁者の安全性・利便性の考慮、雨・雪などの天候に対応するもの

   であること。

・地震や水害など想定されるリスクに災害対策や復旧活動が柔軟に対

   応できる機能、性能、設備、配置とすること。

■基本的な考え方

A-02

２.建築意匠計画

車両動線
（来庁者）

車両動線
（公用車）

▼
▼

歩行者動線
（来庁者）

歩行者動線
（職員）

来庁者
出入口

職員
出入口

■凡例

主玄関

職員
出入口

来庁者
休日

出入口

公用車車庫2台
（鉄骨造平屋55㎡）

車椅子職員専用駐車場3台

駐輪場30台(職員)

EV車充電ｽﾃｰｼｮﾝ3台

駐輪場30台(来庁者)

既存ﾓﾆｭﾒﾝﾄ
石台残置

ＥＶ車充電ステーション大型バスゴミ袋置場（雨・鍵付管理）
及びゴミステーションに改修

（壁上部OPENを塞ぐ改修も行う）

駐車場２台
(郵便物、物品等)

車椅子使用者用駐車場施設3台

・庁舎増築棟

   既存峰山庁舎の東側に配置する。

・来庁者駐車場・防災広場

   敷地西側に配置する。

・駐輪場

   庁舎増築棟の東側及び南側に

   配置する。

・ロータリー

   既存峰山庁舎の南側・庁舎増築

   棟の西側に配置する。

■配置計画

・歩道

 歩行者と車両を分離した動線計画とする。

・出入口

 庁舎増築棟の正面玄関を、庁舎西側に設ける。

 庁舎増築棟の休日・夜間窓口及び職員出入口を庁舎北側に設ける。

・車寄せ

 既存峰山庁舎正面玄関と、庁舎増築棟正面玄関の中央の位置に設ける。

 （周辺に庇を設ける）

■動線計画

・みんなの広場

   既存峰山庁舎と庁舎増築棟の間に配置する。

・庁舎間通路（庇）

   既存峰山庁舎と庁舎増築棟それぞれの正面

   玄関の間に配置する。

・庁舎間通路（連絡通路）

   既存峰山庁舎と庁舎増築棟の間に２階で繋ぐ

   連絡通路を配置する。

・公用車・職員（体調管理が必要な職員等）

   駐車場庁舎増築棟の東側及び南側に配置する。

・車椅子使用者用駐車施設

 庁舎増築棟の正面玄関から近い位置に設ける。

 (一定の区画の上部に庇を設ける)

・駐車場

 来庁者駐車場と公用車・職員（体調管理が必要な職員用等）

 駐車場の出入口を分離する。

 来庁者用駐車場は、ロータリー及び南側に出入口を設ける。

 公用車・職員（体調管理が必要な職員用等）駐車場は、

 敷地の東側及び増築棟の南側に出入口を設ける。

庁舎増築棟

既存峰山庁舎

来庁者駐車場ﾛｰﾀﾘｰ

公用車駐車場
職員駐車場
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正面玄関(増築棟)

０３．平面計画

SCALE 1:400

１階平面図

縦動線 執務室

水廻り ワークサポート

市民利用 共用部(一般)

会議・相談

■凡例

A-03

次に掲げることに留意し増築棟等の平面を計画する。

・華美な要素を排除した無駄のないシンプルでコンパク

 トな構成とすること。

・来庁者の安全性・利便性の配慮、雨・雪などの天候に

 対応するものであること。

・誰もが使いやすいユニバーサルデザインの考えによる

 ものとすること（車いすやベビーカー利用者など）。

・開放的で市民が気軽に立ち寄れる親しみやすい庁舎・

 空間であること。

【配置する機能】

増築棟には次のものを配置する

■基本的な考え方

２.建築意匠計画

エントランスホール
から視認性が良い位
置にEV・階段を配置

子育て世代に配慮した授乳室

子育て世代に配慮した
キッズスペース

プライバシーに配慮した
防音性能のある相談室

部署を横断した打合せや休憩、
食事等にもフレキシブルに対応可能

明るく
開放的な待合

案内機能を配置した総合受付

共用部(職員専用)

・建物は、整形ととする。

・光庭を設ける。

・壁の少ない見通しの良いオープンな構成とする。

・来庁者と職員の動線は、明確に分離する。

・出入口は、段差をなくす。

・廊下は、ゆとりのある幅を確保する。

・待合空間は、外周部に面して配置する。

・市民利用スペースを各階に配置する。

・１階及び２階に相談室を配置する。

■全体

・市民活動をサポートするものであること。

・効率的な連携が図れること。

・地震や水害など想定されるリスクに災害対策や復旧

活動が柔軟に対応できる機能、性能、設備、配置と

すること。

・機械に過度に頼らず自然エネルギーや省エネルギ

 ー技術等を活用すること（光庭・吹抜等）。

・主に申請・届出等の窓口を配置する。

・情報発信コーナーを配置する（エントランスホール）。

・授乳室（トイレに近い位置）及びキッズスペース（待

 合）を配置する。

・風除室、守衛室を配置する。

■１階

・階段・エレベーターを来庁者がわかりやすい位置

 に配置する。

・１階及び２階の執務エリアに職員階段を配置する。

・１階及び２階に更衣室を配置する。

・各階に会議室、倉庫、職員ＷＣ、職員用屋内階段

 を配置する。

市民利用

ホール・待合・通路

会議室等

執務室等

水回り

その他

情報発信コーナー、コラボレーションラウンジ、屋外テラス、相談コーナー、相談室

授乳室、キッズスペース

会議室、相談コーナー、相談室

執務室、職員ワークラウンジ、サーバー室、倉庫、更衣室、守衛室

パウダーコーナー、トイレ、 ハンデキャップトイレ、職員トイレ

風除室、ホール、エレベーター、階段、職員用階段（屋内階段２）、光庭、吹抜

待合・執務室イメージ情報発信コーナーイメージ

ＥⅤ：エレベーター ＨＷⅭ：ハンデキャップトイレ ＷⅭ：トイレ
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０３．平面計画

SCALE 1:400

３階平面図

屋上平面図

A-04

・屋外テラスを配置する。

・大小様々な会議に対応する会議室（会議室２(200人)）を配置する。

・サーバー室を配置する。

■３階

・非常用発電機等の設備機器を配置する。

・太陽光発電パネルを設置する。

■屋上

２.建築意匠計画

２階平面図

・主に相談等の窓口を配置する。

・コラボレーションラウンジを配置する。

・LGBTQに配慮した共用トイレ及びパウダーコーナーを配置する。

・防災会議に対応可能な会議室（会議室２(防災)）を配置する。

・既存峰山庁舎との連絡通路を設ける。

■２階

縦動線 執務室

水廻り ワークサポート

市民利用

会議・相談

■凡例

既存峰山庁舎との連絡通路

ガラス貼りで視認性の高い
ｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝﾗｳﾝｼﾞ

上下階の移動を効率的に行う職員専用階段

防災広場を確認しやすい位置

LGBTQに配慮した共用WC、パウダーコーナー 最大で200人程度が使用できる会議室、イベント等に使用可能

２階の連絡通路から直接アクセスできる屋外階段 四季を感じる維持管理の容易な植栽

非常用発電機を建物の屋上に配置

太陽光パネル20kw

共用部(一般)

共用部(職員専用)

ＥⅤ：エレベーター ＨＷⅭ：ハンデキャップトイレ ＷⅭ：トイレ
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０４．立面（外装）計画

SCALE 1:300

西面立面図

東面立面図

南面立面図

北面立面図

A-05

・建物の高さをできるだけ感じさせないものとする。

 （水平ラインの協調）

・建物正面は、水平連続窓とする。

・情報発信コーナーは、ガラスを多く用いる。

・たんごちりめんをモチーフにした水平の帯を設ける。

 水平の帯はたんごちりめんの特徴である「シボ」

 （細かな凹凸）を塗り壁で表現する。

■立面・外観

２.建築意匠計画

■基本的な考え方

次に掲げることに留意し立面（外装）を計画する。

・京丹後の自然や文化、歴史などの特色を表す庁舎として市民に親しまれ

   る透明感のあるシンプルで機能的なデザインとすること。

・周辺環境との調和を図ること（低層建物への配慮）。

・京丹後の自然や文化、歴史などの特色を表す庁舎として市民に親しまれ

   るシンプルで機能的なデザインとすること（外観）。

・開放的で市民が気軽に立ち寄れる親しみやすい庁舎・空間であること。

・華美な要素を排除した無駄のないシンプルでコンパクトな構成とするこ

と。

屋上設備隠し(押出成型セメント板) 耐候性塗装 多意匠装飾仕上塗材DP耐候性塗装

多意匠装飾仕上塗材屋上設備隠し(押出成型セメント板) DP塗装 耐候性塗装 屋上設備隠し(押出成型セメント板) 耐候性塗装 多意匠装飾仕上塗材

RC庇 耐候性塗装 RC庇 耐候性塗装

屋上設備隠し壁
（押出成型セメント板）

塗り壁水平連続窓
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０５．断面計画

SCALE 1:300

AーA断面図 BーB断面図

キープラン

A-06

次に掲げることに留意し断面を計画する。

・地震や水害など想定されるリスクに災害対策や復旧活動が柔軟に

対応できる機能、性能、設備、配置とすること。

・高度情報化やレイアウト変更、将来の情報更新に柔軟に対応可能

なものであること。

■基本的な考え方

・１階は、階高を峰山庁舎にフラットなレベルで接続できる高さ

に設定する。

・２階及び３階は、必要な設備スペースと合理的な構造部材サイ

ズを確保できる階高とする（建物の高さを抑えコスト抑制）。

・執務室の床は、ＯＡフロアとする。

■階高等

２.建築意匠計画

CーC断面図 DーD断面図

・１階の床の高さを現状地盤面よりも高く設定する。

・地下空間をピット構造（床をコンクリートスラブとする）。

■構造等
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０７．市民利用計画

A-08

次に掲げることに留意し市民利用を計画する。

・これまでの市役所にない空間として魅力的な場とすること（交流・賑わいの創出）。

・開放的で市民が気軽に立ち寄れる親しみやすい庁舎・空間であること。

・効率的な連携が図ること（峰山庁舎と増築棟の市民利用スペース）。

■基本的な考え方

２.建築意匠計画

■利用用途の想定（市民ワークショップでの意見）

【断面構成（市民利用スペースなど）】

イベント時イメージ

執務室

会議室

情報発信ｺｰﾅｰ

屋外ﾃﾗｽ 執務室

執務室ｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝﾗｳﾝｼﾞ

屋上設備置場

交流ｽﾍﾟｰｽ執務室

議場

執務室

みんなの広場

庁舎増築棟既存峰山庁舎

①イベント時に使用できるステージ

②控え室としても利用できるスペース

③屋外イベント用（マルシェなど）の電源設備

④休日の食事や休憩に利用できる芝生スペース

⑤飲食後の片付け用の流し台

⑥自動販売機

⑦本棚

⑧地域の情報を発信する掲示板

 （子育てサロン、サークル、アルバイトなど）
①

②

③

④

⑥

⑤

⑦⑧

みんなの広場

吹抜 一体利用

通常時イメージ

①

④

既存吹抜を活かした空間 棟間の中央に設け誰でも
気軽に利用できる

見通しの良い２階屋上に配置

みんなの広場と
一体利用可能

様々な用途で使用できる

階段下の流し台・自動販売機スペースイメージ情報発信コーナーイメージ

⑥

②

⑦ ⑧
⑤

CAMERA
ⒶⒷ

CAMERA Ⓐ CAMERA Ⓑ

CAMERA Ⓒ CAMERA Ⓓ

CAMERA
Ⓒ

CAMERA
Ⓓ

・市民利用スペースは、庁舎間（みんなの広場）、峰山庁舎（交流スペース）、増築棟（情報発信コーナー、

 コラボレーションラウンジ、屋外テラス）とする。

・みんなの広場は、既存峰山庁舎と庁舎増築棟の間に設け、両庁舎へとつなげる空間とする。

・情報発信コーナーは、増築棟１階エントランスに設け、みんなの広場と一体的に使用を想定した空間する。

・コラボレーションラウンジは、職員と市民の交流など様々な用途で使用できる空間とする。

・屋外テラスは、３階の屋外に設け、開放感のある空間とする。

・交流スペースは、峰山庁舎ホールを活用した開放感のある落ち着いた空間とする。

■市民利用スペースの配置

【みんなの広場・情報発信コーナー】

・屋外イベント（セミナー、講演会、交流会、マルシェなど）

 ができるもの。

・サロン・サークル活動ができるもの。

・地域の情報を発信できるもの。

・気軽に立ちよれリラックスができるもの

・屋外テラスとの連携ができるもの。

・子どもづれで過ごすことができるもの。

SCALE 1:300

情報発信
コーナー

みんなの広場 情報発信コーナー
※増築棟１階

ｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝﾗｳﾝｼﾞ
※増築棟２階

屋外テラス交流スペース
※峰山庁舎１階

既存峰山庁舎

庁舎増築棟

例示


